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○令和５年度 県出資法人等経営評価結果の概要について 
 

【県全体】 

評価区分 
法人数 

（構成比） 

令和４年度 

法人数との比較 

概ね良好 
２４ 

（75％） 
－ 

改善の余地あり 
４ 

（13％） 
▲１ 

改善措置が必要 
３ 

（3％） 
－ 

大いに改善を要する又は

緊急の改善措置が必要 

１ 

（3％） 
－ 

合計 ３２ ▲１ 

（注）１ 法人数 

・対象外となった法人 ▲１法人 

（社福）茨城県社会福祉事業団（Ｒ４評価：改善の余地あり） 

２ 評価区分に変更があった法人 なし 

 

【県民生活環境部】 

評価区分 
法人数 

（構成比） 
出資法人名 

概ね良好 
２ 

（67％） 

・（公財）いばらき文化振興財団 

・（一財）茨城県環境保全事業団 

改善の余地あり 
０ 

（０％） 
－ 

改善措置が必要 
１ 

（33％） 
・鹿島共同再資源化センター（株） 

大いに改善を要する又は

緊急の改善措置が必要 

０ 

（０％） 
－ 

合計 ３ － 
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令和６年度 県民生活環境部主要施策体系 
 

 

 
 １ 生活関連施策              (消費生活の安全確保) 
                                   消費者行政強化対策費 
                    消費生活センター運営費 
                  消費者行政推進費 

                               
                                (安全なまちづくりの推進) 
                                  交通安全対策事業 
                  犯罪・性暴力被害者支援事業 
                  防犯対策事業 
 
                               （男女共同参画の推進） 
                  男女共同参画の総合的推進 

  ダイバーシティ推進センター事業 
ダイバーシティ推進・啓発事業 
                           

                                (多文化共生・県民協働の推進） 
                                 国際化・多文化共生社会推進事業 

地域日本語教育の体制づくり推進事業 
旅券事務費 
茨城助け合い運動推進事業 

                    県民活動推進事業 
 
 
２ 文化・スポーツ        （文化振興施策の推進） 

関連施策             茨城県芸術祭開催事業 
                 文化の担い手育成事業 
                  いばらき文化芸術創造・発信事業 
                 アクアワールド茨城県大洗水族館施設整備事業 
 

               （スポーツ振興施策の推進） 
                  県生涯スポーツ推進事業 

りんりんスクエア土浦施設運営費 
サイクルツーリズム推進事業 
つくば霞ケ浦りんりんロード誘客促進事業 

 
 
 ３ 環境関連施策              (地球温暖化対策等の推進） 

  環境学習支援事業 
                  環境保全県民運動推進事業 
                    気候変動対策推進事業 

いばらきエコスタイル広報啓発事業 
                   CO2削減自発的実践促進事業 
                    事業所向け省エネ対策推進事業 
                    再生可能エネルギー普及推進事業 

自立・分散型エネルギー設備導入補助事業 
                   電気自動車等充電設備整備事業 
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                               （自然環境の保全・活用等） 
自然公園施設管理整備事業 
筑波山快適空間創造事業 
生物多様性保全推進事業 
鳥獣保護対策事業 
 

                               （循環型社会づくりの推進） 
                                   循環型社会形成 

一般廃棄物対策 
産業廃棄物対策 
不法投棄対策 
産業廃棄物処理施設確保対策 
いばらきフードロス削減プロジェクト推進事業 

 
                               （霞ヶ浦などの湖沼環境の保全） 
                                   浄化槽普及推進事業 
                    霞ケ浦流域等高度処理型浄化槽補助事業 
                    霞ケ浦・北浦点源負荷削減対策事業 
                    霞ケ浦・北浦等アオコ対策事業 
                    霞ケ浦環境体験学習推進事業 
                    牛久沼水質保全対策事業 
                    涸沼水質保全対策事業 
                    水環境調査研究事業 
  
                               （身近な地域環境の保全） 
                                   大気汚染監視観測対策事業 

水質汚濁監視観測事業 
騒音・振動対策事業 
化学物質管理対策事業 
土壌汚染防止対策事業 
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 県民生活環境部 資料２  

 

令和６年第１回定例会 

防災環境産業委員会資料 

 

１ 主な事務事業等の経過  

 (1) アクアワールド茨城県大洗水族館の営業状況等について・・・・・・・ ２ 

  (2) 百里基地における日米共同訓練（訓練移転）の実施について・・・・・ ３ 

(3) ダイバーシティ推進・啓発事業について・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

(4) スポーツ施策の推進について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

 

２ 令和６年度県民生活環境部主要施策の概要 

(1) 国際化・多文化共生社会推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

(2) いばらきフードロス削減プロジェクト推進事業・・・・・・・・・・・ ９ 

 (3) 令和６年度森林湖沼環境税活用事業・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

(4) 新最終処分場整備関連事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

 

３ 令和６年第１回定例会提出議案の概要 

(1) 茨城県立県民文化センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正 

する条例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

(2) 茨城県霞ケ浦環境科学センターの設置及び管理に関する条例の一部を 

改正する条例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

 

（参考）条例改正議案・新旧対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

 

 

 

 

令和６年３月１４日 

県 民 生 活 環 境 部 
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アクアワールド茨城県大洗水族館の営業状況等について 

                                生活文化課 
  

 

１ ４月～２月の入館者数の状況 4 月～2月の入館者数 

11 カ月間の入館者数は約 111 万人であり、

昨年度及びコロナ禍前（Ｒ１）の同期間よりも

増加。 

Ｒ１ 1,020,174 人 
Ｒ２   570,826 人（コロナ禍による休館 4/11～5/17） 

Ｒ３  714,416 人（コロナ禍による休館 8/6～9/30） 

Ｒ４ 1,101,551 人 
Ｒ５ 1,113,013 人 
   

２ 冬以降の誘客促進策 
 

（１）時節にちなんだイベント 

① 新春アクアワールド（12/27～1/21） 

アシカと高校生による書道パフォーマンス（12/27）や

アシカによる餅つきなどを実施。 

 

 

 

② フグに特化したイベント（2/3～3/3） 

  2/9 のフグの日にちなみ、ハコフグなど約 20 種類の特

別展示やフグの仲間マンボウにダイバーが水中で給餌す

る特別な「マンボウウォッチング」などを実施。 

 

③ バレンタインナイト（2/10（土）の夜間営業） 

館内２カ所で、県内外で活躍する演奏家によるミニコン

サートを開催。プレゼント付きペアチケットも販売。 

※ チケット 550 枚完売（うちペアチケット 120 枚） 

 

 

（２）地域連携イベント  

令和６年大洗町「二十歳の集い」を水族館で開催（1/7）

し、特別な演出のイルカ・アシカライブやイワシのパフォー

マンス（IWASHI LIFE）により、参加者 128 名を祝福。 

 

 

（３）観光拠点としてのＰＲ  

営業戦略部主催で、台湾インバウンドの誘客プロモーショ

ンのため、渡辺直美さん（台湾いばらき宣伝大使）との交流

イベントを開催（2/24）。イベントの様子が台湾及び日本の

複数のメディアに掲載。 

 

 

３ 今後の誘客促進策  

① クラゲエリアのリニューアル（3/20～） 

  約 10,000 匹のミズクラゲが揺れ動く「くらげ３６５」に、

新たな映像演出と季節ごとに変化する香りの演出を追加し、

没入感を高め、「美しき新世界」としてリニューアル。 

② サメの飼育種類数日本一の強みを活かしたイベント 

  サメが主人公の web アニメとのコラボイベントの開催 

 

マンボウウォッチング 

「IWASHI LIFE」特別演出 

大水槽前でのコンサート 

「くらげ３６５」リニューアルイメージ

高校生との書道パフォーマンス 

渡辺直美さんとの交流イベント 
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百里基地における日米共同訓練（訓練移転）の実施について 
 

生活文化課 
 

１ 日米共同訓練（訓練移転）の概要について 

概  要 在日米軍飛行場周辺地域の負担軽減のために、平成 18 年に日米で合意され

た日米ロードマップに基づき、在日米軍飛行場から百里基地等へ移転して

実施される日米共同訓練（12 回目。前回実施：令和４年 11 月） 

期  間 令和６年１月 29 日（月）～２月８日（木） 

※深夜・早朝及び休日は訓練なし 

場  所 百里沖空域 

参加部隊 米 軍：第 35 戦闘航空団（三沢）（F-16×12 機程度、人員 160 名程度） 

日本側：第７航空団（百里）（F-2×８機程度） 

訓練内容 戦闘機による訓練等 

 

２ 国の対応について 

（１） 現地対策本部を令和６年１月 25 日(木)に設置し、訓練中、戦闘機の離発着等に応

じて随時、県や地元市町に対し、情報提供。 

（２） 防衛省により周辺市町（かすみがうら市、行方市、鉾田市、小美玉市、茨城町）の

合計１１地点において騒音調査を実施。 

その結果、百里基地における過去の共同訓練や通常訓練と比較し、特異な結果は

発生していないと、北関東防衛局から説明を受けた。 

 

３ 県の対応について 

（１）事前説明時（令和５年 12 月 26 日）、北関東防衛局企画部次長らに次の事項を申し入れ。 

・県及び地元市町への十分な情報提供 

・訓練中の事故防止の徹底 

・騒音による被害の低減 

・米軍による事故や事件の防止の徹底 

（２）訓練期間中 

・知事部局、警察本部の関係各課で連絡共有体制を構築。 

・地元市町等と情報を共有するとともに、県ホームページに情報を掲載。 
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ダイバーシティ推進・啓発事業について 
 

女性活躍・県民協働課 

１ 県内企業等におけるＤ＆Ｉの推進 

(1) 「いばらき Diversity＆Inclusion」の開催 

・開催日時 令和６年 2 月 21 日(水) 13:00～15:30 

・開催場所 茨城大学水戸キャンパス（図書館本館）  

・参加者  70 名 

・内容 第１部：公募により選定した５社のモデル企業への取材を行った大学生 

リポーターが、各モデル企業のＤ＆Ｉの取組事例を紹介 

第２部：モデル企業ごとのブースを設置し交流会を実施 

・令和５年度モデル企業（５社）  

関東道路（株）、（株）鈴木ハーブ研究所、鈴縫工業（株）、日東電気グループ、 

（株）ライフサポート山野 

  

【学生リポーターによる発表】      【モデル企業ブースでの交流会】 
 

(2) 企業コンサルティングの実施 

  ・令和５年度コンサルティング導入企業（５社） 

（福）仁心会、朝日精密ゴム（株）、海老根建設（株）、三桜工業（株）、 

（福）尚生会 

・内容 専門家による３回のコンサルティングを実施しＤ＆Ｉの取組を推進 

・成果 外国籍人材の登用や企業のＤ＆Ｉ取組方針策定、職員へのアンケート実施 

による企業の意識改革など、各企業におけるＤ＆Ｉの推進につながった。 

 

２ Ｄ＆Ｉについて学べる Web ゲームの公開 

若年層を中心とした幅広い世代に、Ｄ＆Ｉへの興味と、理解 

を深めること目的に、Ｄ＆Ｉ普及啓発コンテンツ（Web ゲーム） 

の第２弾を制作・公開 

・公開日  令和５年 12 月 12 日(火) 

・タイトル ダイバーシティへの旅 2024 

～七つの島の番人（モンスター）～ 

 ・プレイ回数 14,324 回（令和６年２月末時点） 
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スポーツ施策の推進について 

                                スポーツ推進課 
 

１ サイクリング関連イベントについて 

 （１）茨城デスティネーションキャンペーン 

「茨城デスティネーションキャンペーン」期間中のサイクリング関連企画 

は全体で58件の催行が企画されたほか、各ルートの利活用推進協議会にお 

いて、誘客促進の取組（ブース出展等）を展開。 

○ルート別イベント数 

つくば霞ヶ浦りんりんロード 29 

大洗・ひたち海浜シーサイドルート 10 

奥久慈里山ヒルクライムルート 12 

その他  7 

 
  
 

（２）台北サイクル出展 

   台湾最大のサイクルショーに出展し、本県のサイクルツーリズムをＰＲした。 

  ・開催日 令和６年３月６日（水）～９日（土） 

・場 所 南港エキシビションセンター（台湾・台北市） 

・主 催 台湾貿易センター（TAITRA）（日本のジェトロに相当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の誘客イベント 

（１）土浦レイクサイドバイクロア 

    自転車レースやキャンプなどの様々なアクティ 

ビティが楽しめ、地元の食事や物販も充実した総 

合野外イベント。 

（水質浄化とサイクリングとのイベントも実施） 

  ・実施日 令和６年３月16日（土）、17日（日） 

   ・場 所 霞ヶ浦総合公園 

・主 催 株式会社アトレ ※県補助事業イベント 
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（２）CYCLE MODE TOKYO出展 

    国内最大のサイクルショーに、本県のサイクルルートの紹介のため各ルートの協議会

加入市町村と協力してブースを出展。 

・開催日 令和６年４月６日（土）～７日（日） 

・場 所 東京ビッグサイト 

・主 催 サイクルモード実行委員会 

 
 

３ 「大学野球オリジナルフレッシュリーグ」の開催について 

東京６大学硬式野球チーム等の１、２年生を中心とした 

「オリジナルフレッシュリーグ」について、新たに本県で 

「スプリングリーグ」を開催し、県内大学・高校との交流 

試合や選手による地域交流プログラムを実施することでス 

ポーツを通じた地域活性化を図る。 

 

 

会場

日時

11:00 アストロ vs 白鷗 筑波 vs 常磐 ウェルネス vs 流通経済

14:00 アストロ vs 法政 筑波 vs 立教 慶應義塾 vs 流通経済

9:30 土浦三高 vs 慶應義塾 水戸一高 vs 筑波 東洋大牛久高 vs 法政 竜ヶ崎一高 vs 立教

12:30 常磐 vs 慶應義塾 水戸桜ノ牧高 vs 東京 ウェルネス vs 法政 流通経済 vs 立教

9:30 勝田工高 vs 常磐 水戸葵陵高 vs 筑波 東京 vs 白鷗 江戸川取手高 vs ウェルネス

12:30 流通経済 vs 法政 慶應義塾 vs 筑波 東京 vs アストロ 立教 vs ウェルネス

15:30

15:30

3/22
(金)

3/23
(土)

3/24
(日)

地域交流プログラム

大会終了

ひたちなか市 水戸市 龍ケ崎市笠間市

中学生向け野球教室
阿字ヶ浦クリーンアップ活動
地元グルメエクスカーション

高校生向け野球教室
大学生による進路相談会
地元企業とのクリーン活動

中学生向け野球教室
車いすソフトボール体験会

高校生向け野球教室
中学生とのスポーツ体験会

ひたちなか市民球場 ノーブルホームスタジアム水戸 笠間市民球場 TOKIWAスタジアム龍ケ崎

 

 

【大会概要】※入場無料  

大会ＨＰ 

参加ﾁｰﾑ：県外大学５校、県内大学４校、県内高校８校、アストロプラネッツ 
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主要事業等の概要（案） 

 
県民生活環境部 女性活躍・県民協働課 

事業名又は議案の 

名 称 
 国際化・多文化共生社会推進事業 

１ 予 算 額 

 
２７，４０９千円 

２ 現況・課題 本県の令和５年６月末現在の在留外国人数は過去最多となっ

ており、今後更に増加する見込みである。 

外国人が地域社会の一員として日本人と共生できるよう、外国

人向けの相談体制や情報提供の充実などに取り組んでいく必要

がある。 

３ 必要性・ねらい 急速な人口減少や少子高齢化が進む中、日本語への理解が十分

でない外国人も本県に安心して暮らせる環境を整備するため、母

語による相談・支援体制を充実させ、外国人から選ばれる茨城づ

くりを推進する。 

４ 事業の内容 

 （事業フロー、 

年次別・全体計

画等） 

１ IBARAKI ネイティブコミュニケーションサポーター制度の

推進（14,977 千円）【新規】 

・ 外国人コミュニティで活躍する方を「IBARAKI ネイティブ

コミュニケーションサポーター」として認定し、外国人向け

の母語による相談支援や情報提供を実施 

（サポーターの役割） 

生活の困りごとや地域生活のルールなどをアドバイス 

災害等の緊急情報やイベント等の情報を SNS 等により伝達 

 

２ 専門家相談会の開催（3,940 千円） 

・ 外国人の日常生活における様々な問題を解決するため、弁

護士、行政書士、社会保険労務士等の専門家による出張無料

相談会を外国人が多く住む県南・県西地域を中心に年２回か

ら年５回に拡充 

 

３ その他の支援等（8,492 千円） 

・ ウクライナ避難民の支援、災害時の外国人支援研修 

５ 参考事項 

 （過去の実績、 

他県の状況、 

関連データ等） 

○県内の在留外国人数（単位：人） 

H25 R2 R3 R4 R5 

51,107 72,287 71,121 81,478 85,858 

※2023 年以前は 12 月末現在の人数、2023 年は 6 月末現在の人数 

 

○サポーター認定数（令和６年 3 月 11 日現在） 

  30 人（17 か国・地域、17 言語） 

 
 

- 7 -



県内に居住する外国人の方が安心して暮らせる環境を構築するため、相談・支援体制の
充実に取り組みます。

国際化・多文化共生社会推進事業

令和6年度 当初予算案 PP

【Ｒ6当初予算額 27百万円】
（Ｒ5当初予算額 10百万円）

県民生活環境部女性活躍・県民協働課

多文化・協働Ｇ(029-301-2174)

・外国人の方に対する母語による支援を行うため、外国人
コミュニティで活躍する方をサポーターとして認定

・外国人の方の身近な相談への対応、災害やイベント等の
情報の提供を実施

２ 専門家相談会の開催（4百万円）

１ IBARAKIネイティブコミュニケーションサポーター制度の推進（15百万円）【新規】

・外国人の方が多く住む県南・県西地域を中心に
弁護士などの専門家による相談会を拡充（年２回→年５回）

３ その他の支援等（8百万円）

・ウクライナ避難民の日本語学習等の支援

・災害時の外国人支援に向けた研修の開催

第１回サポーター認定式の様子
2024年1月17日（水）

災害時外国人支援研修の様子
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主要事業等の概要（案） 

 
県民生活環境部環境政策課 

事業名又は議案の 

名 称 
いばらきフードロス削減プロジェクト推進事業 

１ 予 算 額 
１７，０１０千円 

２ 現況・課題  フードロスが社会的な課題となっている中、本県では、事業系フ

ードロスを削減するため、フードロスを抱える事業者を対象とした

マッチング支援やリサイクル飼料化の研究などに取り組んできた。 
これらの成果を踏まえ、今後、事業者における活動を一層促進し、

フードロスのさらなる削減を図る必要がある。 
 

３ 必要性・ねらい  事業系フードロスのさらなる削減に向け、食品製造工程で発生す

る残渣を飼料等に再資源化する民間事業者の取組を支援するとと

もに、食品業界と連携して賞味期限間近の食品や規格外農作物等の

活用を促進する。 
 

４ 事業の内容 

 （事業フロー、 

年次別・全体計

画等） 

１ 食品残渣のリサイクルに取り組む事業者の支援【新規】 

10,000 千円 

  食品製造工程で発生する残渣を飼料等にリサイクルするため

の設備等の整備や実証を支援 

【補助対象者】 食品残渣のリサイクルに取り組む事業者 

【補助対象経費】リサイクルに必要な設備等の整備や実証の経費 

【補助率】   １／２以内 

【補助上限額】 5,000 千円 

 

２ フードロス削減モデルの開拓・実践拡大【継続】7,010 千円 

・推進協議会を立ち上げて業種別に共通の取組を促進 

・マッチング支援コーディネート窓口の運営 

・取組アイデアコンテストの開催 

・先進事例をＰＲして県内に展開 

 

５ 参考事項 

 （過去の実績、 

他県の状況、 

関連データ等） 

【参考データ】 

フードロス削減目標（県総合計画）と実績（R6 年 1 月末日現在） 

  

年度 R4 R5 R6 R7   計 

目標（ﾄﾝ） 30 60 90 120 300 

実績（ﾄﾝ） 30 55 － －  85 
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事業系フードロスのさらなる削減に向け、食品残渣のリサイクルを行う事業者への支援
を強化するとともに、食品業界と連携して賞味期限間近の食品や規格外農作物等の活用を
促進します。

いばらきフードロス削減プロジェクト推進事業

令和6年度 当初予算案

食品製造工程で発生する残渣を飼料等にリサイクルするための設備等の整備や実証を支援

【補助対象者】 食品残渣のリサイクルに取り組む事業者
【補助対象経費】リサイクルに必要な設備等の整備や実証の経費
【補助率】 １／２以内
【補助上限額】 ５百万円

・推進協議会を立ち上げて業種別に共通の取組を促進
・マッチング支援コーディネート窓口の運営
・取組アイデアコンテストの開催
・先進事例をＰＲして県内に展開

１ 食品残渣のリサイクルに取り組む事業者の支援（10百万円）【新規】

２ フードロス削減モデルの開拓・実践拡大（7百万円）

【Ｒ6当初予算額 17百万円】
（Ｒ5当初予算額 11百万円）

県民生活環境部環境政策課環境企画Ｇ（029-301-2933）
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Ⅰ　森林の保全・整備 （単位：千円）

1,020,900 755,900

・経営規模の拡大に意欲的な林業経営体が行う再造林、間
伐等に対する補助

750,000 505,000

・ICT等を活用したスマート林業による生産能力の向上に取
り組む経営体の育成に対する補助等

150,000 130,000

・再造林拡大に伴う種子の需要増に応じた採種園の整備、
コンテナ苗の生産に係る技術改良

3,100 3,100

・モデルとなる非住宅建築物の木造化に係る補助等 117,800 117,800

210,838 210,838

・海岸防災林における松くい虫被害対策 155,000 155,000

・森林・林業体験学習の実施 35,300 35,300

・筑波山におけるブナ林の保護対策 20,538 20,538

1,231,738 966,738

Ⅱ　霞ヶ浦をはじめとする湖沼・河川の水質保全

678,923 641,227

・高度処理型浄化槽設置に対する補助、単独処理浄化槽等
からの転換に伴う宅内配管工事費補助等

384,163 384,163

・市町村が行う下水道への接続支援に対する補助 150,300 150,300

・市町村が行う農業集落排水施設への接続支援に対する補
助

26,000 26,000

・無利子融資制度による排水処理施設の設置促進や水質保
全相談指導員の配置等による工場、事業場の立入検査等

118,460 80,764

53,210 53,210

43,036 42,990

・県内小中学生を主な対象とした霞ヶ浦湖上体験学習の実
施

28,369 28,355

・市民団体等による水環境保全活動への補助、自然観察会
など環境学習の実施、環境学習の指導者の養成等

12,667 12,635

・ヨシ帯の保全活動等を行う漁業者等の団体への支援 2,000 2,000

46,579 46,553

・未利用魚の回収による窒素・りんの除去 15,475 15,475

・釣り人からの外来魚の回収と有効活用 3,000 3,000

・霞ヶ浦流域や千波湖におけるアオコ回収等 3,500 3,500

・霞ヶ浦等の水質改善に向けた試験研究等 24,604 24,578

821,748 783,980

2,053,486 1,750,718

うち税充当額

歳出額 うち税充当額

令和６年度森林湖沼環境税活用事業（案）

事業名 〔担当課〕 主　な　事　業　内　容

いばらきの森再生事業
〔林業課〕

いばらき林業トップランナー育成支援事業
〔林政課〕

53,210 53,210

（３）県民意識の醸成

種苗生産体制整備事業
〔林業課〕

いばらき木づかいチャレンジ事業
〔林政課〕

（２）森林環境の保全

湖沼水質浄化下水道接続支援事業
〔下水道課〕

アオコ対策事業
〔環境対策課〕

霞ケ浦水質環境改善事業
〔環境対策課〕

農業集落排水施設接続支援事業
〔農地整備課〕

霞ケ浦・北浦点源負荷削減対策事業
〔環境対策課〕

（２）農地・畜産対策

良質堆肥広域流通促進事業
〔畜産課〕

・良質堆肥等を生産するための家畜排せつ物処理施設等の
整備への補助や、堆肥等の流域外流通の取組支援

霞ケ浦環境体験学習推進事業
〔環境対策課〕

水質保全市民活動・環境学習等推進事業
〔環境対策課〕

計

合　計〔Ⅰ＋Ⅱ〕

歳出額

漁場環境・生態系保全活動支援事業
〔水産振興課〕

（４）水辺環境の保全

漁業による水質浄化機能促進事業
〔漁政課〕

釣り魚有効活用促進事業
〔環境対策課〕

海岸防災林機能強化事業
〔林業課〕

森林・林業体験学習促進事業
〔林政課〕

筑波山ブナ林保護対策事業
〔環境政策課〕

計

事業名 〔担当課〕 主　な　事　業　内　容

（１）自立した林業経営による適切な森林の整備・管理

（１）生活排水等対策

霞ケ浦流域等高度処理型浄化槽補助事業
〔環境対策課〕
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主要事業等の概要（案） 

 
県民生活環境部資源循環推進課 

事業名又は議案の 

名 称 

 
 新最終処分場整備関連事業 

１ 予 算 額 
６，６４０，７００千円 

２ 現況・課題  日立市諏訪町に整備する新産業廃棄物最終処分場について、令

和８年度末の供用開始を目指し整備を進めていく。 
 新最終処分場の整備・運営の主体である（一財）茨城県環境保

全事業団が安定的に経営できるよう支援を講じることが求めら

れる。  
 

３ 必要性・ねらい  循環型社会の形成や、本県産業の持続的な発展に不可欠な産業

廃棄物最終処分場の安定的な確保に向けて、安全性を最優先とし

た地域と共生する施設整備を進める。 
 また、新最終処分場の供用開始に向け、搬入車両の円滑な通行

に必要な新設道路を整備する。 
併せて、地域振興に資する整備計画地周辺の道路整備を進める。 

 

４ 事業の内容 

 （事業フロー、 

年次別・全体計

画等） 

１ 新最終処分場整備推進事業【継続】   1,977,973 千円 

（一財）茨城県環境保全事業団への整備費に対する支援 

・新最終処分場の整備に対する環境省廃棄物処理施設整備交 

付金と同額を（一財）茨城県環境保全事業団へ出捐 

 【323,837 千円】 

 ・新最終処分場の安定的な運営を図るため、同事業団に対して

長期貸付を実施〔貸付条件：償還期間 23 年、有利子〕 

                    【1,645,800 千円】 

 

２ 新最終処分場周辺道路整備事業【継続】 4,662,727 千円 

 ・山側道路から県道 37 号までを結ぶ新設道路の整備 

 ・県道37号改良（片側歩道整備、局部改良）、油縄子交差点改良 
 
 ※振替配当により土木部で実施（公共事業） 

 

５ 参考事項 

 （過去の実績、 

他県の状況、 

関連データ等） 
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県内産業の安定した経済活動を支えていくため、地域との共生を目指した新たな産業廃
棄物最終処分場整備に取り組みます。

新最終処分場整備推進事業

令和6年度 当初予算案

県民生活環境部資源循環推進課

新最終処分場整備室（029-301-3015）

【Ｒ6当初予算額 1,978百万円】
（Ｒ5当初予算額 359百万円）

・国交付金と同額を（一財）茨城県環境保全事業団へ出捐
（内訳 国：3.2億円、県：3.2億円）

・安定的な運営を図るため、同事業団へ長期貸付を実施
〔貸付条件〕償還期間23年、有利子

○新最終処分場整備スケジュール〔事業主体：（一財）茨城県環境保全事業団〕

R6年度

整備費 24.9

財
源

国交付金 3.2

県出捐金 3.2

県貸付金 16.5

自己資金 2.0

○整備費及び財源計画 （億円）

※ 総事業費見込にある財源については、国交付金の採択状況により
変動する可能性あり

総事業費見込

269

20

20

199

30

※

新最終処分場の整備に対する支援等（1,978百万円） 〇新処分場施設配置図（R5.3月 基本設計）
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条 例 （案） の 概 要 

 
県民生活環境部生活文化課 

条例の名称 

茨城県立県民文化センターの設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例【一部改正】 
（使用料の改定） 

１ 制定（改正） 

 の理由・根拠 

使用料等については、原則３～４年毎に見直しを検討しているが、

令和６年度が見直し時期にあたることから、改定作業を行ったところ、

電気料金の高騰などを踏まえ、今回、県民文化センターの施設利用料

金の改定を行おうとするもの。 

使用料の見直しは、消費税改定による値上げを除き、平成 12 年以来。 

２ 制定（改正） 

 の目的 
 使用料の見直し年度にあたることから、電気料金の高騰等を踏まえ、

使用料を改定し、受益者負担の適正化を図る。 

３ 背景・必要性  電気料金等が増加していることから、使用料を改定し、受益者負担

の適正化を図る。 

４ 内 容 〇使用料の改定内容 

条例別表（第 17 条関係）の「１ 施設利用料金」表の施設利用料金

について改定を行うもの 

（主なもの） 

・大ホール（平日、全日、営利目的）164,400 円 → 170,480 円 

・小ホール（平日、全日、営利目的） 32,600 円 →  33,790 円 

 

５ 効果・影響 ・増収見込み額：2,310 千円 

６ 施行日 ・令和６年 10 月１日 

７ 参考事項 

利用者及び収入支出の推移 

 (単位：人、千円)  

 

利用者数 収入 

   

支出 

 

うち利用料金

収入 

うち指定管理

料 
うち光熱水費 

H30 609,734 323,334 108,423 185,983 297,781 24,199 

R1 513,727 308,960 95,232 190,741 303,348 25,571 

R2 129,695 263,028 39,881 208,820 252,392 16,716 

R3 237,272 290,269 69,650 193,168 285,945 20,017 

R4 339,509 345,967 93,220 193,362 324,258 35,606 
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条 例 （案） の 概 要 

 
県民生活環境部環境対策課 

条例の名称 

茨城県霞ケ浦環境科学センターの設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例【一部改正】 
（使用料の改定） 

１ 制定（改正） 

 の理由・根拠 

使用料等については、原則３～４年毎に見直しを検討しているが、

令和６年度が見直し時期にあたることから、改定作業を行ったとこ

ろ、電気料金の高騰を踏まえ、今回、霞ケ浦環境科学センターの使用

料の改定を行おうとするもの。 
使用料の見直しは、消費税改定による値上げを除き、平成 17 年の

供用開始後初。 

２ 制定（改正） 

 の目的 

 使用料の見直し年度にあたることから、電気料金等の高騰を踏ま

え、使用料を改定し、受益者負担の適正化を図る。 

３ 背景・必要性  電気料金等が増加していることから、使用料を改定し、受益者負担

の適正化を図る。 

４ 内 容 ○使用料の改定内容 
条例別表（第８条関係）の使用料について改定を行うもの 

（主な内容） 
・多目的ホール（全部を全日利用する場合）16,350 円→17,050 円 
・研修室   （全日利用する場合）     6,180 円→ 6,460 円 

 
 

５ 効果・影響 ・増収見込み額：27 千円 

６ 施行日 ・令和６年 10 月１日 

７ 参考事項 

利用者数、使用料収入等の推移                                

 利用者数 使用料収入 (参考) 電気料金 

H30 8,121 人 663 千円 44 千円 

R1 8,329 人 673 千円 43 千円 

R2 1,817 人 382 千円 19 千円 

R3 907 人 446 千円 28 千円 

R4 2,660 人 426 千円 55 千円 
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条例改正議案「新旧対照表」目次 
 
 

改正条例の名称 頁 

茨城県立県民文化センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 17 

茨城県霞ケ浦環境科学センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例 20 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 

参 考 
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茨城県霞ケ浦環境科学センターの設置及び管理に関する条例 新旧対照表 

改正案 現行 

別表（第８条関係） 別表（第８条関係） 

（単位 円） （単位 円） 

利用時間の 

区分 

 

 

 

 

施設の区分 

午前 

（午前9

時30分

から正

午まで）

午後 

（午後1

時から

午後4時

まで） 

夜間 

（午後6

時から

午後8時

まで） 

午前・午

後 

（午前9

時30分

から午

後4時ま

で） 

午後・夜

間 

（午後1

時から

午後8時

まで） 

全日 

（午前9

時30分

から午

後8時ま

で） 

その他 

（1時間

までご

とに） 

多

目

的

ホ

｜

ル 

全部を利用

する場合 

4,690 6,440 3,930 11,140 12,350 17,050 1,960

3分の2を利

用する場合 

3,170 4,370 2,630 7,540 8,300 11,470 1,300

3分の1を利

用する場合 

1,640 2,190 1,300 3,830 4,150 5,790 660

研 修 室 
1,860 2,300 1,540 4,160 4,600 6,460 760

 

利用時間の

区分

 

 

 

 

施設の区分 

午前 

（午前9

時30分

から正

午まで）

午後 

（午後1

時から

午後4時

まで） 

夜間 

（午後6

時から

午後8時

まで） 

午前・午

後 

（午前9

時30分

から午

後4時ま

で） 

午後・夜

間 

（午後1

時から

午後8時

まで） 

全日 

（午前9

時30分

から午

後8時ま

で） 

その他 

（1時間

までご

とに） 

多

目

的

ホ

｜

ル 

全部を利用

する場合 

4,500 6,180 3,770 10,680 11,840 16,350 1,880

3分の2を利

用する場合 

3,040 4,190 2,520 7,230 7,960 11,000 1,250

3分の1を利

用する場合 

1,570 2,100 1,250 3,670 3,980 5,550 630

研 修 室 
1,780 2,200 1,470 3,980 4,400 6,180 730

 

備考 「その他」とは，正午から午後１時まで，午後４時から午後６

時まで又は午後８時から翌日の午前９時30分までの利用をいう。 

備考 「その他」とは，正午から午後１時まで，午後４時から午後６

時まで又は午後８時から翌日の午前９時30分までの利用をいう。 
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令和５年度県出資法人等経営評価結果について 
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（県民生活環境部） 令和５年度県出資法人等経営評価結果 （令和４年度決算ベース）

法　　人　　名

＜評 価 区 分＞

所　　管　　課

基本財産 県出資額 県出資比率

30,000千円 30,000千円 100.0％

前期正味
財産増減額

当期正味
財産増減額

正味財産
期末残高

18,554千円 438,200千円 2,224,075千円

＜概ね良好＞ 資産 負債 正味財産

生活文化課 3,102,022千円 877,947千円 2,224,075千円

1

(公財)いばらき文
化振興財団

出
資

令和４年度は、コロナ禍からの回復傾向とな
り、指定管理施設の県民文化センターの利用者数
は３４０千人（前期差１０２千人増）、大洗水族
館の入場者数は、人気アニメとのコラボ等による
新たな魅力の継続的な発信や屋外施設のリニュー
アル、「全国旅行支援」による後押しの効果もあ
り１，２０１千人（前期差４０２千人増）で歴代
３位を記録した。経常収益は３，１０９百万円
（前期差９５６百万円増）、当期経常増減額は
４３９百万円（前期差４２０百万円増）となり、
令和３年度に比べ大きく増加している。今後も収
益確保に努めるとともに、効率性を高めるため、
引き続き管理費の抑制に努められたい。

文化振興事業については、引き続き、個性豊か
な地域文化の創造を図るため、文化芸術活動の支
援や多くの県民が質の高い文化に接する機会の提
供に取り組まれたい。

大洗水族館事業については、独自の商品開発を
行うなど、民間の知見を生かした運営の成果が表
れてきており、コロナ禍においても新しい取組を
展開し、総入場者数は目標を上回る結果となっ
た。今後も新たな客層の獲得に向け、利用者ニー
ズに応えた魅力ある海の総合ミュージアムとして
運営されたい。

令和５年度の大洗水族館事業については、サメ
の飼育種類数日本一の強みを生かしたサメに特化
したイベントや人気キャラクターとのコラボイベ
ントの開催など、新たな魅力を発信し続け、入館
者数は、開館年度に次いで最速で１，０００千人
に到達したところである。

文化振興事業については、鑑賞者増や経費削減
に努めながら、本県にゆかりのある新進演奏家等
で編成した楽団による演奏会など、文化芸術活動
の支援や文化に接する機会の提供に取り組んでい
るところである。

これらのことから、令和５年度の経常収益は、
昨年度に引き続き黒字となる見込みである。

令和６年度からは県民文化センター指定管理事
業がなくなるものの、文化活動の支援や県民の文
化芸術に接する機会の提供など、文化振興事業を
引き続き実施するとともに、水族館事業において
更なる魅力向上と誘客促進に取り組んでいくた
め、県としては、今後も持続可能な経営体制が維
持できるよう、一層の収益確保に向けて支援する
とともに、本県の文化振興に寄与できるよう指導
していく。

番
号

決　算　状　況　等 総 合 的 所 見 等
※（　）書きは、経営評価チームが県所管課に向けた意見

左 に 係 る 対 応

決
算

資
産

5
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（県民生活環境部） 令和５年度県出資法人等経営評価結果 （令和４年度決算ベース）

法　　人　　名

＜評 価 区 分＞

所　　管　　課

番
号

決　算　状　況　等 総 合 的 所 見 等
※（　）書きは、経営評価チームが県所管課に向けた意見

左 に 係 る 対 応

基本財産 県出資額 県出資比率

768,274千円 768,274千円 100.0％

前期正味
財産増減額

当期正味
財産増減額

正味財産
期末残高

950,947千円 947,265千円 15,466,130千円

＜概ね良好＞ 資産 負債 正味財産

資源循環推進課 16,322,939千円 856,809千円 15,466,130千円

資本金 県出資額 県出資比率

3,308,000千円 500,000千円 15.1％

前期損益 当期損益 利益剰余金

2,208千円 △239,908千円 △2,377,574千円

＜改善措置が必要＞ 資産 負債 純資産

資源循環推進課 1,238,366千円 307,940千円 930,426千円

鹿島地方事務組合の新ごみ処理施設が令和６年
４月に稼働予定であることから、当法人における
処理量の約半数を占めるＲＤＦの受入れが停止と
なり、鹿島地域（鹿嶋市・神栖市）における廃棄
物処理施設としての役割を終えた。

今後は、当法人において、施設の解体撤去や資
産売却、解散・清算の法的手続等が円滑に進めら
れるよう、指導していく。

決
算

資
産

現在の最終処分場「エコフロンティアかさま」
について、県内産業廃棄物の適正処理の継続性を
確保する必要があることから、新産業廃棄物最終
処分場が開業するまでの間、切れ目なく廃棄物を
受け入れられるよう、外部有識者からなる検討会
の提言を踏まえた計画的な廃棄物の受入れ等、適
切な管理運営が図られるよう指導していくととも
に、新産業廃棄物最終処分場の整備に当たって
は、施設の安全性を最優先とし、地域との調和を
図りながら、県と法人が一体となって推進してい
く。

産業廃棄物最終処分場は、循環型社会の形成に
欠かすことのできない基盤施設であることから、
今後も引き続き、適切な管理運営や安定的な経営
が図られるよう指導していく。

決
算

資
産

3

鹿島共同再資源化
センター(株)

出
資

令和４年度は、落雷の影響で発電機が損傷し、
発電電力の販売ができなくなったことから、売電
収入の減少や買電費用の増加により、売上高は
１，２３９百万円（前期差１７８百万円減）に減
少し、経常損益は△２３９百万円（前期差２６５
百万円減）となった(累積損失　令和４年度末
２，３７７百万円)。

法人は、鹿島地方事務組合の新ごみ処理施設が
令和６年４月に稼働予定であることから、当初の
役割を終了したため、令和５年１１月末に事業を
停止し、施設の解体等を経て解散することとなっ
た。

今後は、施設の解体撤去や資産売却、残余財産
の処分等について、関係機関と調整しながら、計
画的に進められたい。

2

(一財)茨城県環境
保全事業団

出
資

法人は、設立目的に沿った運営がされており、
令和４年度の当期経常増減額は、１，１９４百万
円(前期比５．１パーセント増）となり、毎年度
黒字を計上し、経営状態は良好である。管理費等
については、改善は見られるものの、引き続き抑
制に努められたい。併せて、現在の最終処分場の
埋立てが進んでいることから、埋立終了時期を見
据えた計画的な管理運営に努められたい。

新産業廃棄物最終処分場の整備については、令
和８年度末の供用開始を目指し、県が策定した
「新産業廃棄物最終処分場基本計画」及び「基本
設計」に基づき、地元の理解を得ながら、県と一
体となって事業の推進に取り組まれたい。

今後も、他の類似施設の経営ノウハウを積極的
に取り入れるなど、より一層組織運営の健全性に
努め、法人の設立目的に沿って積極的に環境保全
活動に取り組まれたい。

6
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県民生活環境部 資料４ 

 

令和６年第１回定例会 

防災環境産業委員会資料 

 

 

  令和５年度 決算特別委員会 

  事務事業の見直し、改善の申し入れへの対応状況一覧 

 

 

 

 

令和６年３月１４日 

県 民 生 活 環 境 部 
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令和５年度 決算特別委員会 事務事業の見直し、改善の申し入れへの対応状況一覧 

【部局名：県民生活環境部】 

No. 申し入れの項目  
（担当課） 

申し入れの内容 Ｒ６当初予算への反映状況 その他対応状況 

１ 最終処分場の埋立て新方

針について 

 

（資源循環推進課） 

  

エコフロンティアかさまの廃棄物受け

入れに係る県の新方針について、地元エコ

フロンティアかさま福田地区対策協議会

に対し、丁寧な説明を行うよう求める。 

－ ○エコフロンティアかさまの

廃棄物受け入れに係る方針に

ついては、エコフロンティアか

さま福田地区協議会の幹部に

対して、令和５年８月に県から

説明を行った。また、（一財）茨

城県環境保全事業団を介して、

当該方針を踏まえた対応等に

ついて様々な機会をとらえ説

明を行っている。 

○引き続き、地元エコフロンテ

ィアかさま福田地区対策協議

会に対し、丁寧な説明を行うよ

う努める。 
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